
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 176,969 319,880 301,146 329,880

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算額　３０１，１４６千円
＜内訳＞
・保育支援者配置補助事業　８１，３６７千円
・保育人材確保に向けた一時金給付事業　１１４，５００千円
・潜在保育士短時間就労支援補助事業　１５，１２１千円
・保育人材イメージアップ事業　９，６２４千円　・その他　８０，５３４千円

令和4年度予算

予算額　３２７，０００千円
＜内訳＞
・保育支援者配置補助事業　１３２，９６０千円
・保育人材確保に向けた一時金給付事業　１５２，２００千円
・潜在保育士短時間就労支援補助事業　３２，２１６千円
・保育人材イメージアップ事業　９，６２４千円

人工 0.4 0.4 0.0 0.4

人件費 2,880 2,880 0 2,880

事業費 174,089 317,000 301,146 327,000

うち特定財源 23,613 103,110 58,012 79,259

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

児童福祉法
札幌市児童福祉法施行条例

他都市の状況

■保育支援者配置補助（大阪市等）、■保育人材確保に向けた一時金給付（【類似】神戸市）、■潜在保育士短時
間就労支援補助、■保育人材イメージアップ（川崎市・広島市等）、■保育人材定着化研修事業（大阪市等多くの
自治体で実施）、■保育士年休取得等支援（堺市）

実施結果

・各補助事業の実績は、「保育人材確保に向けた一時金給付事業（１，１４５人）」「保育支援者配置補助事業（２１４
人）」「潜在保育士短時間就労支援補助事業（１０６人）」となった。
・「保育人材イメージアップ事業」では、若年層をターゲットとしたユーチューブ動画を制作し、ＷＥＢ広告を実施し
た。
・保育士等支援費（短縮コード３７８５７）の事業と合わせて、合計１８９人の保育士の就労に繋げた。

事業実施における
工夫点

各補助事業は、令和元年１０月開始事業であるため、事業周知を引き続き行うとともに、「保育人材イメージアップ
事業」ではターゲッティングと効果（視聴回数など）を明確にするなどして工夫した。

対象者 潜在保育士及び現役保育士、保育士資格を取得予定の新卒者等 開始 平成31 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

　令和３年度中に、保育士等支援費（短縮コード３７８５７）と合わせて、保育所等で就労する保育士を１８８人確保
する。

長期

　令和元年度～５年度の５か年度において、保育士等支援費（短縮コード３７８５７）と合わせて、保育所等で就労
する保育士を、平成２７年からの累計で１，２００人確保する。

取組内容

　新規保育士確保のほか、潜在保育士の掘り起こし、現役保育士の就業継続支援等を目的として、下記の事業を
実施する。
①「保育支援者配置補助事業」により、保育士資格を有しない保育支援者の経費（１時間当たり４５０円、１事業所
上限月１０万円）を補助する。
②「保育人材確保に向けた一時金給付事業」により、就業年数３年、６年、９年継続した保育士等に対し、給付金１
０万円を支給する。
③「潜在保育士短時間就労支援補助事業」により、潜在保育士の再就職に係る経費（１時間当たり１７０円、１事業
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
各補助事業において、申請人数及び施設数が見込みより少なかったことから、対象となる保育士及び保育
施設等に対し、さらに事業周知等を図り、補助活用を推進していく。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

各補助事業の対象となる保育士、保育施設について、事前にニーズ調査を実施し、必要な予算額を計上し
た。引き続き、事業周知に努め、必要な補助を適切に実施していく。

予算
各補助事業のニーズ調査を実施したうえで必要額を見込み、全体とし
ては概ね現状維持とした。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

各補助事業の申請に関して、保育施設等に対し、提出期限までに複
数回のリマインドメールを送信するなどして周知を重ね、申請を促し
た。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

各補助事業において、申請人数及び施設数が見込みより少なかったことから、対象となる保育士及び保育
施設等に対し、さらに事業周知等を推進していく。また、必要に応じて、補助を利用していない保育士、保育
施設等に対し、その理由等の確認を行い、改善に繋げる。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

各補助事業の事務処理等及び保育人材イメージアップ事業は、業務委託により実施しており、効
果的、効率的に実施している。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

各事業の取組みにより、新規保育士確保のほか、潜在保育士の掘り起こし、現役保育士の就業
継続支援に繋がっている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

各補助事業において、申請人数及び施設数が見込みより少なかったことから、さらに事業周知等
を図り、補助活用を推進していく必要がある。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

各種補助事業の補助基準等について、国補助金対象事業（保育支援者配置補助）は、その基準
に準じているほか、市費単費事業（勤続年数に応じた一時金、潜在保育士短時間就労支援補助）
については、他政令市の基準等を参考に設定しており適切である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

1200

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 保育人材確保施策により就労に至った保育士の数（累計）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

824 1012 1013


